
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

業 務 概 要
（変更した内容について
  記述する）

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額 121,000,000
円（税込）

変 更 金 額 11,957,000
円（税込）

変 更 後 の 契 約 金 額 132,957,000
円（税込）

変 更 理 由

土木関係建設コンサルタント業務

・ダムのアンサンブル降雨予測の追加
・道路雪氷予測地点の変更
・積雪融雪予測システム及び気象庁GSM高解像度化の追加
・X(旧Twitter)アカウントを利用した気象情報提供の追加
・道路規制雨量区間予測及び災害地点解析雨量抽出の追加
・気象警報等メール配信先件数の変更
・情報共有システム使用料の追加

（第１回）契約変更の内容

令和6年4月1日

令和7年3月31日

（１）アンサンブル予測の提供
関東地方整備局管内におけるダムのアンサンブル降雨予測の追加を行う。

（２）道路雪氷予測及び検証
横浜国道事務所、千葉国道事務所、常陸河川国道事務所、高崎河川国道事務所に
おいて、道路雪氷予測地点の変更を行う。

（３）積雪融雪予測システム向け情報提供
利根川ダム統合管理事務所のオンラインで提供する情報配信先に積雪融雪予測シ
ステムの追加及び気象庁GSM高解像度化を行う。

（４）X（旧twitter)向け気象情報
横浜国道事務所・宇都宮国道事務所・長野国道事務所において、大規模な渋滞の
抑制と通行止め時間の最小化を図る「道路ネットワーク機能への影響を最小化」
を目的に、X(旧Twitter)アカウントを利用した気象情報提供を行う。

（５）令和６年台風１０号における対応
台風１０号に伴う国道246号新善波トンネル付近の土砂崩れ箇所について、気象予
測の追加を行う。また、道路規制雨量区間予測及び災害地点の解析雨量の抽出を
行う。

（６）予測情報の情報提供
本局及び一部事務所の防災体制の見直しに伴い、気象警報等のメール配信先件数
に変更生じたため見直しを行う。
　
（７）情報共有システム使用料
情報共有システムを活用に伴い、登録料及び使用料を追加する。

令和7年3月10日

一般財団法人日本気象協会

東京都豊島区東池袋３－１－１

Ｒ６管内防災気象情報解析業務

関東地方整備局管内（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈
川県、山梨県、長野県）


